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 履修年次 1年次

 科目番号 GISEM
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① 使命感 確立した使命感を持ち、責任感を持って行動できる。
Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ

② 倫理観 医療における倫理的問題を理解し、倫理的原則に基づいて行動で
きる。 Ｃ Ｃ

③ 医療法制 医療法制を理解し、医療における法的責任・規範を遵守できる。
Ｃ Ｃ Ｃ

④ 礼儀とマナー 適切な身だしなみや言動、社会のルールやマナー、常識に従って、
礼節ある態度・行動をとることができる。 Ｃ

⑤ 自己管理 自己の時間、健康、衛生等を管理できる。
Ｃ Ｃ

⑥ 多様性 患者とその関係者の心理・社会的背景を理解し、多様性を受け入
れることができる。 Ｃ Ｃ Ｃ

① 一般教養 人間や社会、科学に関する教養的知識を有し、豊かな人間性の形
成に努めることができる。 Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ

② 共感力 人の行動と心理の基本を理解し、相手の立場に立って考え、話を
聴き、尊重と思いやりの心を持って、他者に共感することができる。 Ｃ Ｃ Ｃ

③ コミュニケー
ション力

コミュニケーションの基本を理解し、患者とその関係者と信頼関係
を築き、協力が得られるコミュニケーションを実践できる。 Ｃ

④ プレゼンテー
ション力

修得した知識や情報、自身の意見を明確にプレゼンテーションで
き、質問に的確に応えることができる。 Ａ

(3) チーム医療 ① チーム医療 医療チームの構成員として、メンバーと協調性を持って良好な人間
関係・チームワークを築くことができる。 Ｃ

② 多職種連携
実践

医療チームに関わる各職種の役割を認識・理解し、互いに尊重して
適切にチーム医療を実践することができる。 Ｃ

① 基礎科学 自然科学・行動科学・社会科学の知識を修得し、基礎・臨床・社会
医学の理解に応用できる。 Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ

② 基礎医学・社
会医学

基礎医学・社会医学の基本原理を理解し、知識を修得、臨床医学
の理解に応用できる。 Ｃ Ｃ Ｃ C Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ

③ 臨床医学（病
因、病態、症候）

主要な疾患について、疫学・病因・病理・病態・症候・予後を説明で
きる。

④ 臨床医学（治
療）

主要な疾患について、治療法を説明できる。

⑤ 自己学修・問
題解決

自ら知識や情報を修得し、それをもとに問題の抽出、思考、解決が
できる。 Ａ Ａ

⑥ 生涯学修 日々進歩する医学的知識・技能を、生涯に渡って学修する能力を
有する。 Ｃ Ｃ Ｃ

① 病歴聴取 患者の主要な病歴を正確に聴取できる。
Ｃ

② 身体診察・基
本的臨床手技

身体診察と基本的臨床手技を適切に実践できる。

③ 検査 主要な疾患の診断に必要な検査計画を立て、得られた結果を解釈
できる。

④ 診断 主要な疾患の病態を把握し、診断を確定することができる。

⑤ 治療計画 患者の診断・病態に基づいた適切な治療計画を立てることができ
る。

⑥ 医療文書・医
療ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ

診療録など医療文書を適切に作成し、プレゼンテーションできる。
Ｃ

⑦ 説明と同意 患者に検査や治療について説明でき、同意を適切にとることができ
る。 Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ

⑧ 医療安全 医療安全の知識を持ち、患者及び医療者の安全を優先した医療を
実践できる。

① 科学的研究 科学的研究の理論・方法論を理解し、科学的根拠に基づく論理的・
批判的思考ができる。

② 科学的探究
心

医療における問題解決のための科学的な探究心を持つ。
Ｃ Ｃ Ｃ

③ 医学英語力 科学的知識、医学知識を論文等から修得できる英語力を持つ。
Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ

① 予防・健康 保険・医療・福祉に関わる施設・職とその役割を理解し、それらと連
携することで、疾病予防・健康増進に貢献できる。 Ｃ

② 地域医療 地域社会のニーズに対応した医療が実践できる。
Ｃ Ｃ

③ 国際的視点 異文化・異社会を理解できる国際的な感性と言語力を有し、グロー
バルな視点で医療活動ができる。

① 福井医療事
情

福井県の医療事情を把握し、説明できる。
Ｃ Ｃ Ｃ

② 救急医療 救急医療に対応可能な総合医として実践できる。

③ 緊急被ばく医
療

 緊急被ばく時に医療対応ができる。
Ｃ

④ 教育力・指導
力

後輩等に医学の知識・技能・態度に渡る教育・指導ができる。
Ｃ

科目達成レベル

医

療

人

と

し

て

の

態

度

(1) 医の倫理とプ
ロフェッショナリ
ズム

生命尊重を第一義とする倫理
観を持ち、医療における高度専
門職業人としての責任感・価値
観を有し、礼節ある態度・良識
と、自己の心身管理能力をもっ
て行動できる。

(2) 人間性の形
成とコミュニケー
ション

人間性の基盤となる教養的知
識を有し、患者中心医療のため
の共感と尊重に基づく人間関係
構築と適切なコミュニケーション
を実践することができる。

医療に関わる人々の役割を認
識・理解し、医療チームの構成
員として、医師同士・多職種者と
協力・連携することができる。

医
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と
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て

の

知

識

・

技

能

(4) 医学及び関
連領域の知識と
問題解決能力・
生涯学修

医学の基盤となる基礎・臨床・
社会医学等の知識を持ち、疾
患の病因・病態等の理解に応
用できる。そのために、自ら学
ぶ意欲を持ち、問題を解決し、
生涯に渡って学修する能力を
有する。

(5) 診療の実践と
患者ケア・医療
安全

医学知識に基づいた基本的臨
床手技を用いて、患者に敬意を
示しつつ、苦痛や不安感に配慮
した効果的かつ安全な診療を、
指導医の指導・監督のもとで実
施できる。

(6) 科学的思考 科学的根拠に基づいた医療実
践のため、医学における科学的
研究の意義を理解し、情報の収
集と評価のための論理的・批判
的思考ができる。
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(7) 医療の社会
性と地域医療・
国際的視点

医師の社会的役割を理解し、保
健・医療・福祉の資源活用によ
る疾病予防と健康増進、地域事
情に即した医療への貢献ととも
に、グローバルな視点に立って
医療の国際化に貢献できる。

(8) 福井医療力 福井県の社会的ニーズを踏ま
えて、救急医療や緊急被ばく時
に対応可能な医療を実践でき
る。また、福井大学医学士とし
て、後輩等への教育・指導がで
きる。

C：理解できる→ B：説明できる→ A：実施できる



 必修・選択・選択必修

 教育課程表区分

 履修年次

 科目番号

① 使命感 確立した使命感を持ち、責任感を持って行動できる。

② 倫理観 医療における倫理的問題を理解し、倫理的原則に基づいて行動で
きる。

③ 医療法制 医療法制を理解し、医療における法的責任・規範を遵守できる。

④ 礼儀とマナー 適切な身だしなみや言動、社会のルールやマナー、常識に従って、
礼節ある態度・行動をとることができる。

⑤ 自己管理 自己の時間、健康、衛生等を管理できる。

⑥ 多様性 患者とその関係者の心理・社会的背景を理解し、多様性を受け入
れることができる。

① 一般教養 人間や社会、科学に関する教養的知識を有し、豊かな人間性の形
成に努めることができる。

② 共感力 人の行動と心理の基本を理解し、相手の立場に立って考え、話を
聴き、尊重と思いやりの心を持って、他者に共感することができる。

③ コミュニケー
ション力

コミュニケーションの基本を理解し、患者とその関係者と信頼関係
を築き、協力が得られるコミュニケーションを実践できる。

④ プレゼンテー
ション力

修得した知識や情報、自身の意見を明確にプレゼンテーションで
き、質問に的確に応えることができる。

(3) チーム医療 ① チーム医療 医療チームの構成員として、メンバーと協調性を持って良好な人間
関係・チームワークを築くことができる。

② 多職種連携
実践

医療チームに関わる各職種の役割を認識・理解し、互いに尊重して
適切にチーム医療を実践することができる。

① 基礎科学 自然科学・行動科学・社会科学の知識を修得し、基礎・臨床・社会
医学の理解に応用できる。

② 基礎医学・社
会医学

基礎医学・社会医学の基本原理を理解し、知識を修得、臨床医学
の理解に応用できる。

③ 臨床医学（病
因、病態、症候）

主要な疾患について、疫学・病因・病理・病態・症候・予後を説明で
きる。

④ 臨床医学（治
療）

主要な疾患について、治療法を説明できる。

⑤ 自己学修・問
題解決

自ら知識や情報を修得し、それをもとに問題の抽出、思考、解決が
できる。

⑥ 生涯学修 日々進歩する医学的知識・技能を、生涯に渡って学修する能力を
有する。

① 病歴聴取 患者の主要な病歴を正確に聴取できる。

② 身体診察・基
本的臨床手技

身体診察と基本的臨床手技を適切に実践できる。

③ 検査 主要な疾患の診断に必要な検査計画を立て、得られた結果を解釈
できる。

④ 診断 主要な疾患の病態を把握し、診断を確定することができる。

⑤ 治療計画 患者の診断・病態に基づいた適切な治療計画を立てることができ
る。

⑥ 医療文書・医
療ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ

診療録など医療文書を適切に作成し、プレゼンテーションできる。

⑦ 説明と同意 患者に検査や治療について説明でき、同意を適切にとることができ
る。

⑧ 医療安全 医療安全の知識を持ち、患者及び医療者の安全を優先した医療を
実践できる。

① 科学的研究 科学的研究の理論・方法論を理解し、科学的根拠に基づく論理的・
批判的思考ができる。

② 科学的探究
心

医療における問題解決のための科学的な探究心を持つ。

③ 医学英語力 科学的知識、医学知識を論文等から修得できる英語力を持つ。

① 予防・健康 保険・医療・福祉に関わる施設・職とその役割を理解し、それらと連
携することで、疾病予防・健康増進に貢献できる。

② 地域医療 地域社会のニーズに対応した医療が実践できる。

③ 国際的視点 異文化・異社会を理解できる国際的な感性と言語力を有し、グロー
バルな視点で医療活動ができる。

① 福井医療事
情

福井県の医療事情を把握し、説明できる。

② 救急医療 救急医療に対応可能な総合医として実践できる。

③ 緊急被ばく医
療

 緊急被ばく時に医療対応ができる。

④ 教育力・指導
力

後輩等に医学の知識・技能・態度に渡る教育・指導ができる。

科目達成レベル

医
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人

と

し

て

の

態

度

(1) 医の倫理とプ
ロフェッショナリ
ズム

生命尊重を第一義とする倫理
観を持ち、医療における高度専
門職業人としての責任感・価値
観を有し、礼節ある態度・良識
と、自己の心身管理能力をもっ
て行動できる。

(2) 人間性の形
成とコミュニケー
ション

人間性の基盤となる教養的知
識を有し、患者中心医療のため
の共感と尊重に基づく人間関係
構築と適切なコミュニケーション
を実践することができる。

医療に関わる人々の役割を認
識・理解し、医療チームの構成
員として、医師同士・多職種者と
協力・連携することができる。

医

療
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と

し

て

の

知

識

・

技

能

(4) 医学及び関
連領域の知識と
問題解決能力・
生涯学修

医学の基盤となる基礎・臨床・
社会医学等の知識を持ち、疾
患の病因・病態等の理解に応
用できる。そのために、自ら学
ぶ意欲を持ち、問題を解決し、
生涯に渡って学修する能力を
有する。

(5) 診療の実践と
患者ケア・医療
安全

医学知識に基づいた基本的臨
床手技を用いて、患者に敬意を
示しつつ、苦痛や不安感に配慮
した効果的かつ安全な診療を、
指導医の指導・監督のもとで実
施できる。

(6) 科学的思考 科学的根拠に基づいた医療実
践のため、医学における科学的
研究の意義を理解し、情報の収
集と評価のための論理的・批判
的思考ができる。

医

療
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と

し

て

の

地

域

性

・

国

際

性

(7) 医療の社会
性と地域医療・
国際的視点

医師の社会的役割を理解し、保
健・医療・福祉の資源活用によ
る疾病予防と健康増進、地域事
情に即した医療への貢献ととも
に、グローバルな視点に立って
医療の国際化に貢献できる。

(8) 福井医療力 福井県の社会的ニーズを踏ま
えて、救急医療や緊急被ばく時
に対応可能な医療を実践でき
る。また、福井大学医学士とし
て、後輩等への教育・指導がで
きる。

C：理解できる→ B：説明できる→ A：実施できる （カリキュラム・マップ　2/4） 
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 必修・選択・選択必修

 教育課程表区分

 履修年次

 科目番号

① 使命感 確立した使命感を持ち、責任感を持って行動できる。

② 倫理観 医療における倫理的問題を理解し、倫理的原則に基づいて行動で
きる。

③ 医療法制 医療法制を理解し、医療における法的責任・規範を遵守できる。

④ 礼儀とマナー 適切な身だしなみや言動、社会のルールやマナー、常識に従って、
礼節ある態度・行動をとることができる。

⑤ 自己管理 自己の時間、健康、衛生等を管理できる。

⑥ 多様性 患者とその関係者の心理・社会的背景を理解し、多様性を受け入
れることができる。

① 一般教養 人間や社会、科学に関する教養的知識を有し、豊かな人間性の形
成に努めることができる。

② 共感力 人の行動と心理の基本を理解し、相手の立場に立って考え、話を
聴き、尊重と思いやりの心を持って、他者に共感することができる。

③ コミュニケー
ション力

コミュニケーションの基本を理解し、患者とその関係者と信頼関係
を築き、協力が得られるコミュニケーションを実践できる。

④ プレゼンテー
ション力

修得した知識や情報、自身の意見を明確にプレゼンテーションで
き、質問に的確に応えることができる。

(3) チーム医療 ① チーム医療 医療チームの構成員として、メンバーと協調性を持って良好な人間
関係・チームワークを築くことができる。

② 多職種連携
実践

医療チームに関わる各職種の役割を認識・理解し、互いに尊重して
適切にチーム医療を実践することができる。

① 基礎科学 自然科学・行動科学・社会科学の知識を修得し、基礎・臨床・社会
医学の理解に応用できる。

② 基礎医学・社
会医学

基礎医学・社会医学の基本原理を理解し、知識を修得、臨床医学
の理解に応用できる。

③ 臨床医学（病
因、病態、症候）

主要な疾患について、疫学・病因・病理・病態・症候・予後を説明で
きる。

④ 臨床医学（治
療）

主要な疾患について、治療法を説明できる。

⑤ 自己学修・問
題解決

自ら知識や情報を修得し、それをもとに問題の抽出、思考、解決が
できる。

⑥ 生涯学修 日々進歩する医学的知識・技能を、生涯に渡って学修する能力を
有する。

① 病歴聴取 患者の主要な病歴を正確に聴取できる。

② 身体診察・基
本的臨床手技

身体診察と基本的臨床手技を適切に実践できる。

③ 検査 主要な疾患の診断に必要な検査計画を立て、得られた結果を解釈
できる。

④ 診断 主要な疾患の病態を把握し、診断を確定することができる。

⑤ 治療計画 患者の診断・病態に基づいた適切な治療計画を立てることができ
る。

⑥ 医療文書・医
療ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ

診療録など医療文書を適切に作成し、プレゼンテーションできる。

⑦ 説明と同意 患者に検査や治療について説明でき、同意を適切にとることができ
る。

⑧ 医療安全 医療安全の知識を持ち、患者及び医療者の安全を優先した医療を
実践できる。

① 科学的研究 科学的研究の理論・方法論を理解し、科学的根拠に基づく論理的・
批判的思考ができる。

② 科学的探究
心

医療における問題解決のための科学的な探究心を持つ。

③ 医学英語力 科学的知識、医学知識を論文等から修得できる英語力を持つ。

① 予防・健康 保険・医療・福祉に関わる施設・職とその役割を理解し、それらと連
携することで、疾病予防・健康増進に貢献できる。

② 地域医療 地域社会のニーズに対応した医療が実践できる。

③ 国際的視点 異文化・異社会を理解できる国際的な感性と言語力を有し、グロー
バルな視点で医療活動ができる。

① 福井医療事
情

福井県の医療事情を把握し、説明できる。

② 救急医療 救急医療に対応可能な総合医として実践できる。

③ 緊急被ばく医
療

 緊急被ばく時に医療対応ができる。

④ 教育力・指導
力

後輩等に医学の知識・技能・態度に渡る教育・指導ができる。

科目達成レベル

医

療

人

と

し

て

の

態

度

(1) 医の倫理とプ
ロフェッショナリ
ズム

生命尊重を第一義とする倫理
観を持ち、医療における高度専
門職業人としての責任感・価値
観を有し、礼節ある態度・良識
と、自己の心身管理能力をもっ
て行動できる。

(2) 人間性の形
成とコミュニケー
ション

人間性の基盤となる教養的知
識を有し、患者中心医療のため
の共感と尊重に基づく人間関係
構築と適切なコミュニケーション
を実践することができる。

医療に関わる人々の役割を認
識・理解し、医療チームの構成
員として、医師同士・多職種者と
協力・連携することができる。

医

療

人

と

し

て

の

知

識

・

技

能

(4) 医学及び関
連領域の知識と
問題解決能力・
生涯学修

医学の基盤となる基礎・臨床・
社会医学等の知識を持ち、疾
患の病因・病態等の理解に応
用できる。そのために、自ら学
ぶ意欲を持ち、問題を解決し、
生涯に渡って学修する能力を
有する。

(5) 診療の実践と
患者ケア・医療
安全

医学知識に基づいた基本的臨
床手技を用いて、患者に敬意を
示しつつ、苦痛や不安感に配慮
した効果的かつ安全な診療を、
指導医の指導・監督のもとで実
施できる。

(6) 科学的思考 科学的根拠に基づいた医療実
践のため、医学における科学的
研究の意義を理解し、情報の収
集と評価のための論理的・批判
的思考ができる。

医

療

人

と

し

て

の

地

域

性

・

国

際

性

(7) 医療の社会
性と地域医療・
国際的視点

医師の社会的役割を理解し、保
健・医療・福祉の資源活用によ
る疾病予防と健康増進、地域事
情に即した医療への貢献ととも
に、グローバルな視点に立って
医療の国際化に貢献できる。

(8) 福井医療力 福井県の社会的ニーズを踏ま
えて、救急医療や緊急被ばく時
に対応可能な医療を実践でき
る。また、福井大学医学士とし
て、後輩等への教育・指導がで
きる。

C：理解できる→ B：説明できる→ A：実施できる （カリキュラム・マップ　3/4） 
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 必修・選択・選択必修

 教育課程表区分

 履修年次

 科目番号

① 使命感 確立した使命感を持ち、責任感を持って行動できる。

② 倫理観 医療における倫理的問題を理解し、倫理的原則に基づいて行動で
きる。

③ 医療法制 医療法制を理解し、医療における法的責任・規範を遵守できる。

④ 礼儀とマナー 適切な身だしなみや言動、社会のルールやマナー、常識に従って、
礼節ある態度・行動をとることができる。

⑤ 自己管理 自己の時間、健康、衛生等を管理できる。

⑥ 多様性 患者とその関係者の心理・社会的背景を理解し、多様性を受け入
れることができる。

① 一般教養 人間や社会、科学に関する教養的知識を有し、豊かな人間性の形
成に努めることができる。

② 共感力 人の行動と心理の基本を理解し、相手の立場に立って考え、話を
聴き、尊重と思いやりの心を持って、他者に共感することができる。

③ コミュニケー
ション力

コミュニケーションの基本を理解し、患者とその関係者と信頼関係
を築き、協力が得られるコミュニケーションを実践できる。

④ プレゼンテー
ション力

修得した知識や情報、自身の意見を明確にプレゼンテーションで
き、質問に的確に応えることができる。

(3) チーム医療 ① チーム医療 医療チームの構成員として、メンバーと協調性を持って良好な人間
関係・チームワークを築くことができる。

② 多職種連携
実践

医療チームに関わる各職種の役割を認識・理解し、互いに尊重して
適切にチーム医療を実践することができる。

① 基礎科学 自然科学・行動科学・社会科学の知識を修得し、基礎・臨床・社会
医学の理解に応用できる。

② 基礎医学・社
会医学

基礎医学・社会医学の基本原理を理解し、知識を修得、臨床医学
の理解に応用できる。

③ 臨床医学（病
因、病態、症候）

主要な疾患について、疫学・病因・病理・病態・症候・予後を説明で
きる。

④ 臨床医学（治
療）

主要な疾患について、治療法を説明できる。

⑤ 自己学修・問
題解決

自ら知識や情報を修得し、それをもとに問題の抽出、思考、解決が
できる。

⑥ 生涯学修 日々進歩する医学的知識・技能を、生涯に渡って学修する能力を
有する。

① 病歴聴取 患者の主要な病歴を正確に聴取できる。

② 身体診察・基
本的臨床手技

身体診察と基本的臨床手技を適切に実践できる。

③ 検査 主要な疾患の診断に必要な検査計画を立て、得られた結果を解釈
できる。

④ 診断 主要な疾患の病態を把握し、診断を確定することができる。

⑤ 治療計画 患者の診断・病態に基づいた適切な治療計画を立てることができ
る。

⑥ 医療文書・医
療ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ

診療録など医療文書を適切に作成し、プレゼンテーションできる。

⑦ 説明と同意 患者に検査や治療について説明でき、同意を適切にとることができ
る。

⑧ 医療安全 医療安全の知識を持ち、患者及び医療者の安全を優先した医療を
実践できる。

① 科学的研究 科学的研究の理論・方法論を理解し、科学的根拠に基づく論理的・
批判的思考ができる。

② 科学的探究
心

医療における問題解決のための科学的な探究心を持つ。

③ 医学英語力 科学的知識、医学知識を論文等から修得できる英語力を持つ。

① 予防・健康 保険・医療・福祉に関わる施設・職とその役割を理解し、それらと連
携することで、疾病予防・健康増進に貢献できる。

② 地域医療 地域社会のニーズに対応した医療が実践できる。

③ 国際的視点 異文化・異社会を理解できる国際的な感性と言語力を有し、グロー
バルな視点で医療活動ができる。

① 福井医療事
情

福井県の医療事情を把握し、説明できる。

② 救急医療 救急医療に対応可能な総合医として実践できる。

③ 緊急被ばく医
療

 緊急被ばく時に医療対応ができる。

④ 教育力・指導
力

後輩等に医学の知識・技能・態度に渡る教育・指導ができる。

科目達成レベル

医

療

人

と

し

て

の

態

度

(1) 医の倫理とプ
ロフェッショナリ
ズム

生命尊重を第一義とする倫理
観を持ち、医療における高度専
門職業人としての責任感・価値
観を有し、礼節ある態度・良識
と、自己の心身管理能力をもっ
て行動できる。

(2) 人間性の形
成とコミュニケー
ション

人間性の基盤となる教養的知
識を有し、患者中心医療のため
の共感と尊重に基づく人間関係
構築と適切なコミュニケーション
を実践することができる。

医療に関わる人々の役割を認
識・理解し、医療チームの構成
員として、医師同士・多職種者と
協力・連携することができる。

医

療

人

と

し

て

の

知

識

・

技

能

(4) 医学及び関
連領域の知識と
問題解決能力・
生涯学修

医学の基盤となる基礎・臨床・
社会医学等の知識を持ち、疾
患の病因・病態等の理解に応
用できる。そのために、自ら学
ぶ意欲を持ち、問題を解決し、
生涯に渡って学修する能力を
有する。

(5) 診療の実践と
患者ケア・医療
安全

医学知識に基づいた基本的臨
床手技を用いて、患者に敬意を
示しつつ、苦痛や不安感に配慮
した効果的かつ安全な診療を、
指導医の指導・監督のもとで実
施できる。

(6) 科学的思考 科学的根拠に基づいた医療実
践のため、医学における科学的
研究の意義を理解し、情報の収
集と評価のための論理的・批判
的思考ができる。

医

療

人

と

し

て

の

地

域

性

・

国

際

性

(7) 医療の社会
性と地域医療・
国際的視点

医師の社会的役割を理解し、保
健・医療・福祉の資源活用によ
る疾病予防と健康増進、地域事
情に即した医療への貢献ととも
に、グローバルな視点に立って
医療の国際化に貢献できる。

(8) 福井医療力 福井県の社会的ニーズを踏ま
えて、救急医療や緊急被ばく時
に対応可能な医療を実践でき
る。また、福井大学医学士とし
て、後輩等への教育・指導がで
きる。

C：理解できる→ B：説明できる→ A：実施できる （カリキュラム・マップ　4/4） 
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